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財団法人日本国際協力システム御中
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正式団体名：特定非営利法人アマニ・ヤ・アフリカ 


	代　表　者：石原邦子 



平成21年度  JICS NGO支援事業申請書

｢平成21年度 JICS NGO支援事業申請要領｣に基づき、支援申請します。

以上

1. 団体概要

※ここでいう会員とは、貴団体の活動に賛同し何らかの支援をおこなっている人を指します
	正式団体名（和名）
	特定非営利活動法人　アマニ・ヤ・アフリカ
	法人格　 eq \o\ac(○,有)

	正式団体名（英名）
	Amani ya Africa
	法人格　 eq \o\ac(○,有)

	代表者名／役職
	石原邦子　／　理事長

	本部所在地
	〒982-0023

宮城県仙台市太白区鹿野2丁目18－7－706


	
	TEL／FAX
	022－247－4225　／　022－247－4225

	
	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ
	http://www.amani-ya.com

	担当者名／役職
	（事業完了報告まで必ず連絡がとれる方のお名前を記入して下さい）

石原輝　／　副理事長　兼　事務局長

	担当者連絡先
	TEL／FAX
	（事業完了報告まで必ず連絡がとれる連絡先を記入して下さい）

022-247-4225　

090-1397-0832（日本滞在10月12日まで）
10月12日以降の番号は追って連絡。

	
	e-mail
	（事業完了報告まで必ず連絡がとれる連絡先を記入して下さい）

akira@amani-ya.com

	設立年月（認証年月）
	・1998年1月　市民団体　　　・2009年6月　特定非営利活動法人

	設立目的
	ケニアにあるスラムに住む住民の経済的自立、教育・衛生環境の改善
	会員数※　
	個人
	70名

	
	
	
	法人
	０

	事業沿革
	

	時期
	活動内容

	1998年 1月
	ケニアのスラムに住む人たちの自立支援活動を行う市民団体アマニ・ヤ・アフリカとして発足。

	1998年12月
	アフリカを伝えるイベント第一回「アフリカの風。大地の香り。」を開催。以後毎年開催しており、今年10月27日に12回目を行う予定。
宮城県内で行われる国際協力・交流団体の主催するイベントに出展を開始、現在も毎年多くのイベントに参加している。

	2000年４月
	ケニアのナイロビ市にあるスラム街「キベラ」にある小学校設立のための資金や設立後の運営費、給食費等の支援開始。現在も継続中。

	2003年４月
	ケニアの孤児院「サイディアフラハ・チルドレンセンター」の子供たち3名への奨学金支給を開始。現在も継続中。

	2005年４月
	ケニアのティカ市にあるNGO「モヨ・チルドレンセンター」と共に仕事のない女性や障害者への自立支援活動を開始。現在も継続中。

	2006年5月
	ケニアの腎臓病に苦しむ子供を救う募金活動「カテンベ基金」の日本支部となる。現在は募金活動を終了。
外務省主催のアフリカンフェスタにこの年から出展を開始。

	2009年6月
	特定非営利活動法人アマニ・ヤ・アフリカとして発足。現在に至る。

	過去2ヵ年の収支状況（左から直近の情報を記入）
	会計年度（ 1
	月 ～
	12
	月）

	実績年
	2008年
	実績年
	2007年
	

	年間収入
	2,420,626円
	年間収入
	1,479,807円
	

	年間支出
	2,828,674円
	年間支出
	1,378,377円
	

	年間支出の内の事業費
	1,992,354円
	事業費
	1,196,890円
	

	年間支出の内の管理費
	836,320円
	管理費
	181,487円
	

	財務管理体制
	（規程の有無、会計担当等の有無、人数等）
団体会計担当2名　中津川勇志（理事）石原邦子（理事長）　　他　監事2名


2. 対象ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについて
注：現地ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと直接関係のない「団体基盤強化費」を申請する場合は、※印の欄のみ記入して下さい。また、この場合はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを「支援金を使用した本部機能の強化」と読み替えてご記入下さい。　　

	名称
	ティカ・スラムにおける経済自立支援とエコバッグ普及プロジェクト

	分野
	貧困削減

	所在地
	（国／都市・地域）

ケニア／ティカ市

	実施の背景と目的 
· ケニアでは、スラムが各都市に広がっている。スラム生活者は定職がほとんどなく、日雇いの仕事も毎日あるとはかぎらず、かなり厳しい生活を強いられている。そのようなスラムの人々にとっては、経済的な自立のための技術を身につける職業訓練所が必要である。特に、洋裁の技術の獲得は、小学校から制服を着ることになっているケニアでは広く需要がある。その基本的技術の獲得をもとに、今ケニアでレジ袋がゴミ問題になっているのでエコバックを作って、スラムで生活する人々に無料で配布し、スラムの環境改善にも役立てたい。

	裨益対象者（具体的に）／対象者数
定職をもたない青年：路上生活者（ストリートチルドレン）、シングルマザー、障害者の中から5名。

	実施期間　※9か月
	開始時期
	2010年4 月
	～
	終了時期
	2010年12月

	実施計画表　※

	時期
	具体的な活動内容
	必要となる人材、資機材、施設等

	2009年 10月
	日本人スタッフ現地入り
アマニ・ヤ・アフリカ　ケニア事務所設立
	日本人スタッフ2名　
必要施設：アマニ・ヤ・アフリカケニア事務所

	11月
	ケニアにてNGO登録開始
	日本人スタッフ2名

	2010年3月
	NGO登録完了
ここまではアマニ・ヤ・アフリカ独自で行う
	日本人スタッフ2名

	4月
	申請プロジェクト開始

プロジェクト対象者5名（研修生）募集
ケニア人講師1名募集

プロジェクトを行う職業訓練所の選定
	日本人スタッフ2名
施設：プロジェクトを行う職業訓練所

	5月
	プロジェクト対象者（研修生）面接
ケニア人講師決定

現地人講師と共に指導カリキュラム作成
	日本人スタッフ2名、現地人スタッフ1名。

必要機材：ミシン　作業机など

	6月～7月
	研修生への職業訓練開始

洋裁の基本技術習得。エコ・巾着袋作成・販売実習（スラムでは無料配布）
	日本人スタッフ2名、現地人スタッフ1名。　
必要機材：研修に伴う材料

	8月
	エコ・バッグ（裏地なし）作成・販売実習（スラムでは無料配布）
	日本人スタッフ2名、現地人スタッフ1名。　

必要機材：研修に伴う材料

	9月
	エコ・バッグ（裏地なし・ポケットあり）作成
販売実習（スラムでは無料配布）
	日本人スタッフ2名、現地人スタッフ1名。　

必要機材：研修に伴う材料

	10月
	エコ・バッグ（裏地あり・ポケットあり）作成
販売実習（スラムでは無料配布）
	日本人スタッフ2名、現地人スタッフ1名。　

必要機材：研修に伴う材料

	10月～11月

	研修生5名それぞれ製品の買取先を探す

研修生5名それぞれ製品の買取先決定
	日本人スタッフ2名、現地人スタッフ1名。　

必要機材：研修に伴う材料

	12月
	報告書提出
	日本人スタッフ2名、現地人スタッフ1名。　

	目標と達成をはかる指標　※

	終了時の達成目標
	研修生5名全員が洋裁の技術を習得し、規定のエコバックを作ることが出来、無料配布したエコバックを大半のスラム住民が実際に利用されている。また、研修生がスラム地区以外で販売し、その売上げによって賃金を得ている。

	達成度をはかる指標
	研修生5名が、買取先が確保されており、定期的に製品を買い取ってもらう事ができるようになっている。

	将来的に達成したい目標
	5名が、その定期的な収入によって、安定した生活を送っている。具体的には、3食食べることが出来、衛生的な環境で生活できるようになっている。


対象ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについて つづき
	全体予算　※
	1,495,000円

	予算内訳　※
	自己資金
	495,000円

	
	JICSへの申請額
	1,000,000円

	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	


	実施体制　
2008年5月より、当団体では職業訓練所の建設の為にスタッフを派遣し、現地調査を行ってきた。現在、訓練所設置地域、対象者の設定や運営計画、資金調達などがほぼ整い、今回、新たなプロジェクトとして開始する運びとなった。
2009年10月にスタッフがケニア入りし、当団体をケニアのNGOとして登録する。
申請が下り次第プロジェクトを開始し、プロジェクト実施には当団体スタッフ4名（現地人スタッフ含む）が担当する。
このプロジェクトを成功させるために当団体内にこのプロジェクトのサポートチームを作り、プロジェクトの方向性の確認や支援者（会員）への報告、会計作業などを行う。

	従事者名簿　※（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ責任者及び（専門家を派遣する場合は）専門家の略歴書を別途添付願います）

	氏名
	担当分野・業務担当

	（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ責任者）
石原　輝
	現地プロジェクトマネージャー　会計担当
現地滞在期間： 2009年10月～プロジェクト終了まで

	石原　淳子
	現地広報担当
現地滞在期間： 2009年10月～プロジェクト終了まで

	中津川　勇志
	日本渉外担当
現地滞在期間：　予定無し

	エディス
	現地洋裁指導担当
現地滞在期間： 2010年5月～プロジェクト終了まで

	現地事務所
	所在地
	ケニア共和国ティカ市

	
	常駐責任者氏名
	石原　輝

	
	日本人ｽﾀｯﾌ数(責任者除く)
	石原　淳子

	
	現地人ｽﾀｯﾌ数
	１名

	現地協力機関

(現地のNGO、政府機関等)
	機関名（和名）
	モヨ・チルドレン・センター

	
	機関名（英名）
	MOYO CHILDREN CENTRE

	
	責任者氏名
	松下照美

	
	所属／役職
	主宰

	
	所在地
	ケニア共和国ティカ市

	現地協力機関の取組状況（貴団体との役割分担を明確にして下さい。）
現地協力機関となる、「モヨ・チルドレンセンター」は、ケニアで1999年にNGOを設立し、ティカ市でストリートチルドレン、スラムの婦人グループへの支援活動を行っている。

この「モヨ・チルドレンセンター」には、このプロジェクトのアドバイザーとして現地での職業訓練所選定のサポートや現地人スタッフの紹介、このプロジェクトの進行状況の確認をする役割を担っていただくことになっている。
実際の取り組みとして、2008年5月に当団体のスタッフは、現地協力機関とこのプロジェクトについて話し合いを行ってきた。ケニアでのNGO登録の為の書類作成やこのプロジェクトの講師の選定に関してはこの「モヨ・チルドレンセンター」に協力を仰ぎ、現在職業訓練所となる場所の候補をいくつか挙げてもらっている。


3. 申請金額
	申請項目
	申請金額（円）

	①
	資機材の購入費／輸送費
	232,000

	②
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ運営費
	480,000

	③
	団体運営費
	288,000

	④
	団体基盤強化費
	0

	
	合計金額
	1,000,000


※申請金額の上限は原則100万円です。
3-1.資機材購入費／輸送費明細書

①申請金額内訳

【留意点】
(1)「使用目的」には、その品目をプロジェクト活動においてどのように活用するか具体的に記載してください。欄内に記入できない場合は、欄外に記載しても構いません。

(2)「金額の根拠」には、金額が見積書に基づく場合は「見積書」と記載してください（照合しやすいよう付番してください）。見積書の取得が難しい場合は、その理由と見積りにかわる金額の根拠を記載してください。ただし、申請金額の積算は見積り取得（できれば複数社）によることが、原則です。

(3) 見積書が外貨の場合は、日本円換算レートも記載し、表に日本円で入力してください。
	No.
	品目名
	《上段》ﾒｰｶ、ﾓﾃﾞﾙ、

輸送手段(具体的に）
	数量

(単位)
	単価

（円)
	所要額（円）
	所要額の内訳
	金額の根拠

	
	
	《下段》使用目的
	
	
	
	申請額
	自己資金
	

	1-1
	     
	     
	    
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-2
	     
	     
	    
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-3
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-4
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-5
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-6
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-7
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-8
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-9
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	※換算ﾚｰﾄ　１ﾄﾞﾙ=       円
	合計
	     
	     
	     
	


②資機材の管理規定の有無及び管理責任者名、維持管理体制


3-2.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ運営費明細書

申請金額内訳

【留意点】

(1)「使用目的」には、その品目をプロジェクト活動においてどのように活用するか具体的に記載してください。欄内に記入できない場合は、欄外に記載しても構いません。

(2)「金額の根拠」には、金額が見積書に基づく場合は「見積書」と記載してください（照合しやすいよう付番してください）。見積書の取得が難しい場合は、その理由と見積りにかわる金額の根拠を記載してください。ただし、申請金額の積算は見積り取得（できれば複数社）によることが、原則です。

(3) 見積書が外貨の場合は、日本円換算レートも記載し、表に日本円で入力してください。

	No.
	品目名
	《上段》ﾒｰｶ、ﾓﾃﾞﾙ、

輸送手段(具体的に）
	数量

(単位)
	単価

（円)
	所要額（円）
	所要額の内訳
	金額の根拠

	
	
	《下段》使用目的
	
	
	
	申請額
	自己資金
	

	1-1
	日本人スタッフ人件費
	
	9ヶ月
	80,000
	720,000
	270,000
	450,000
	     

	
	
	　　1名分
	
	
	
	
	
	

	1-2
	現地人スタッフ人件費
	
	7ヶ月
	9,000
	63,000
	63,000
	0
	     

	
	
	1名分
	
	
	
	
	
	

	1-3
	作業所家賃
	
	7ヶ月
	8,000
	56,000
	56,000
	0
	     

	
	
	作業所賃料
	
	
	
	
	
	

	1-4
	作業所水道光熱費
	
	7ヶ月
	4,000
	28,000
	28,000
	0
	     

	
	
	水道代・電気代
	
	
	
	
	
	

	1-5
	交通費
	
	9ヶ月
	4,000
	36,000
	36,000
	0
	     

	
	
	材料の購入、物資の輸送等にかかる交通費。現地人講師に払う交通費。
	
	
	
	
	
	

	1-6
	通信費
	
	9ヶ月
	5,000
	45,000
	27,000
	18,000
	     

	
	
	日本との連絡用インターネット接続代金。現地携帯電話代。
	
	
	
	
	
	

	1-7
	     
	
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1-8
	     
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-9
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	※換算ﾚｰﾄ　１ﾄﾞﾙ=       円
	合計
	948,000
	 EQ 480,000
	468,000
	


3-3.団体運営費明細書
①申請金額内訳

【留意点】

(1)「使用目的」には、その品目をプロジェクト活動においてどのように活用するか具体的に記載してください。欄内に記入できない場合は、欄外に記載しても構いません。

(2)「金額の根拠」には、金額が見積書に基づく場合は「見積書」と記載してください（照合しやすいよう付番してください）。見積書の取得が難しい場合は、その理由と見積りにかわる金額の根拠を記載してください。ただし、申請金額の積算は見積り取得（できれば複数社）によることが、原則です。

	No.
	品目名
	《上段》ﾒｰｶ、ﾓﾃﾞﾙ、

輸送手段(具体的に）
	数量

(単位)
	単価

（円)
	所要額（円）
	所要額の内訳
	金額の根拠

	
	
	《下段》使用目的
	
	
	
	申請額
	自己資金
	

	1-1
	運営スタッフ人件費
	     
	9か月
	30,000
	270,000
	270,000
	0
	     

	
	
	1名分
	
	
	
	
	
	

	1-2
	通信費
	     
	9か月
	5,000
	45,000
	18,000
	27,000
	     

	
	
	日本国内会員への報告切手代、ケニアとの連絡用インターネット代、電話代。
	
	
	
	
	
	

	1-3
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-4
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-5
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-6
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-7
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-8
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-9
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	※換算ﾚｰﾄ　１ﾄﾞﾙ=       円
	合計
	315,000
	 EQ 288,000
	27,000
	


3-4.団体基盤強化費明細書
①申請金額内訳

【留意点】

(1)「使用目的」には、その品目をプロジェクト活動においてどのように活用するか具体的に記載してください。欄内に記入できない場合は、欄外に記載しても構いません。

(2)「金額の根拠」には、金額が見積書に基づく場合は「見積書」と記載してください（照合しやすいよう付番してください）。見積書の取得が難しい場合は、その理由と見積りにかわる金額の根拠を記載してください。ただし、申請金額の積算は見積り取得（できれば複数社）によることが、原則です。

	No.
	品目名
	《上段》ﾒｰｶ、ﾓﾃﾞﾙ、

輸送手段(具体的に）
	数量

(単位)
	単価

（円)
	所要額（円）
	所要額の内訳
	金額の根拠

	
	
	《下段》使用目的
	
	
	
	申請額
	自己資金
	

	1-1
	     
	     
	    
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-2
	     
	     
	    
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-3
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-4
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-5
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-6
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-7
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-8
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	1-9
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     
	     

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	
	
	     
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	※換算ﾚｰﾄ　１ﾄﾞﾙ=       円
	合計
	     0
	 EQ 0
	0
	


	平成21年度　JICS 　NGO支援事業

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	提出書類チェックリスト

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	正式団体名　　特定非営利活動法人　アマニ・ヤ・アフリカ
	
	
	

	
	担当者名/役職　石原輝／副理事長
	
	
	

	
	担当者連絡先　090-1397-0832
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	Tel/Fax 　022-247-4225
	
	
	

	
	e-mail　akira@amani-ya.com
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　
	申請書類の種類
	部数
	提出前

チェック

	1
	申請書類表紙
	1部
	

	2
	団体概要
	2部
	

	3
	対象プロジェクト概要
（プロジェクト責任者（専門家）の略歴書を添付）
	2部
	

	4
	申請金額表紙
	2部
	　

	5
	申請金額明細書
	2部
	

	6
	法人の場合は、登記薄謄本（写）
法人ではない場合は、役員名簿/意思決定機構構成者名簿
	2部
	　

	7
	法人の場合は、定款
法人ではない場合は規約等
	2部
	

	8
	過去2ヵ年の事業報告書
	2部
	　

	9
	過去2ヵ年の収支計算書
	2部
	　

	10
	現行年度の予算書
	2部
	　

	11
	団体の概要を示したパンフレット等
	2部
	　

	12
	プロジェクト責任者の略歴書
	2部
	　

	13
	プロジェクトサイト地図
	2部
	　

	14
	提出書類チェックリスト
	1部
	　


アマニ・ヤ・アフリカ 組織図

公印





代表者印
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